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和島支所地域振興・市民生活課 

                   総務班 

 TEL 0258(74)3112 

 FAX 0258(74)2791 



令和８年４月２７日 

和島支所の連絡先一覧について（お知らせ） 

 

 下記のとおり和島支所と北部地域事務所の事業別連絡先をお知らせしますので、

お問い合わせの際に御参照くださるようお願いします。 

和島支所（１階） 直通電話番号：７４－３１１３ 

市民窓口業務 

証明発行、転入・転居などの手続き、 

マイナンバーカード、戸籍、税金、 

国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金、 

医療費助成、埋火葬許可 

福祉窓口業務 

障害者福祉、児童福祉、母子福祉、 

高齢者福祉、生活保護、民生委員、 

児童手当、介護保険、日赤奉仕団 

環境業務 
ごみ、リサイクル、公害、野焼き、不法投棄 

小動物保護、犬の登録、墓地 

防犯、 

交通災害共済業務 
防犯灯、交通災害共済 

統計業務 各種統計調査 

 

和島支所（２階） 直通電話番号：７４－３１１２ 

総務業務 区長文書、区長会議、表彰・叙勲、情報公開、選挙 

防災業務 
防災訓練・自主防災組織、防災行政無線、 

鳥獣被害対応（出没通報、注意喚起） 

地域づくり業務 
コミュニティ推進、集落支援、活動団体支援、 

デマンドタクシー、交通安全 

教育業務 
就学支援、児童クラブ、スポーツ事業、 

支所からのお知らせ 

商工観光業務 
観光振興、観光イベント（わしままつりなど）、 

観光協会、商工業振興 

 

北部地域事務所（和島支所１階）  

土木施設業務 道路の修繕・除雪、河川管理、下水道管理  

直通電話 

74-3131 
農林水産業務 

農業振興、林業振興、農地の確認、 

鳥獣被害対応（農作物）、農業委員会との連絡調整 

施設管理業務 公共施設の維持管理 

保健業務 健康づくり、母子保健、介護予防 
直通電話 

74-3116 
 

 

（作成：和島支所地域振興・市民生活課 総務班 TEL74-3112） 



令和８年４月２７日 

 
区 長 各 位 

 
日赤長岡市地区和島分区長  江田 綾子 

 
 

令和８年度日本赤十字社協力金の納入と取りまとめについて（依頼） 

 
 日頃から、日本赤十字社の活動に御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
 さて、例年日本赤十字社では、災害救援や血液事業、医療事業など人道的事業

を円滑に実施していくために、社員加入と赤十字事業資金の拠出に御協力をいた

だいております。 
つきましては、御多忙のところ恐縮ですが、本年度も下記のとおり１世帯１人

以上の加入と、500 円以上の協力金の納入及び取りまとめをお願いいたします。 

 
 

記 

 
１ 納入期限   ５月２２日（金曜日） 

２ 納入場所   和島支所地域振興・市民生活課 1 階 福祉窓口班 

３ 納入方法   昨年一括で納入された町内へは、各世帯分の納入用封筒は同

封しておりませんので、必要の際は御連絡ください。 

４ そ の 他 

 (1) 加入は、あくまで任意であり、強制ではありません。 
 (2) 後日、地域の取りまとめ額に応じ、募集事務交付金を交付いたします。別 

添「事務費交付金口座振替依頼書」を協力金納入時に併せて御提出ください。 

なお、振込み等について取りまとめが終わり次第、改めて通知いたします。 

 
 
 
 

                   担当：和島支所地域振興・市民生活課 
                      福祉窓口班 田村 
                   電話：0258-74-3113（内線 251） 

 

 

 



事務費交付金口座振替依頼書 
 

 

日本赤十字社新潟県支部 

 長岡市地区長  磯田 達伸 様 

 

 

集落名               

 

区長名            印  

 

 

募集事務費交付金は下記口座へ振込みください。 

 

 

 

銀行等 

銀行 信用金庫            本店 

農協 信用組合            支店 

労働金庫           出張所 

口座種別 １ 普通  ２ 当座 口座番号 
 

口座名義 
 

 

                

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

    令和 6年 4月から、和島・寺泊・与板を担当する保健師は、和島支所１階フロアで仕事をしています。 

    ３年目となる令和８年度も、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだやこころの健康についてご相談の際は、各地域の地区担当保健師までご連絡ください！ 

電話や訪問などでご相談にのることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部地域事務所 保健担当の紹介 
＜和島地域担当保健師＞  ： 相澤 

＜与板地域担当保健師＞  ： 柳橋(NEW!)・若月 

＜寺泊地域担当保健師＞  ： 久保(NEW!)・井上 

＜事務職員＞ ： 結城    ＜保健指導員＞ ： 今井(NEW!) 

令和８年 第１号 

北部地域事務所健康だより

北部地域事務所(和島支所内) 

  ＜連絡先＞ 

電話番号  0258-７４－３１１６  

FAX ７４－３５００ 

メールアドレス hokubuchiiki@city.nagaoka.lg.jp 

 

 
今年度もよろしく 

お願いします！ 



 

  

 

寺泊 

和島 

与板 

寺泊 

人 口  7,727 人 

世帯数   3,132 世帯 

65 歳以上 3,332 人 

高齢化率  43.1% 

出生数（R7）17 人 

和島 

人 口  3,322 人 

世帯数  1,271 世帯 

65 歳以上 1,478 人 

高齢化率 44.5% 

出生数（R7）5 人 

 

与板 

人 口  5,623 人 

世帯数  2,296 世帯 

65 歳以上 2,142 人 

高齢化率  38.1% 

出生数（R7）14 人 

 

※人口、世帯数、高齢化率 

令和８年４月１日現在 
北部地域のすがた 

発行月：令和８年 5月 

発行元：長岡市役所北部地域事務所 保健担当 

～R８年度 健診予約が始まっています！～ 

今年の健診予約はお済みですか？ 

北部地域（和島・与板・寺泊）の会場のご予約は以下へお願いします。 

電話予約： 0258-74-3116       ネット予約： 

（平日 8：30～17：15）              （24時間） 

 

 

５月中に個人記録票が入ったピンク色の封筒が届きます。 

健診当日まで大切に保管してください！ 



「礫は語る：古墳の盛土はどこから運搬されてきた？」

「椿沢古墳の発見に至る経緯」

「椿沢古墳第１次発掘調査の概要」



椿沢古墳第１次発掘調査の成果報告会（長岡市上桐地区） 

「身近な地形の、見えなかった歴史 ――新発見・椿沢古墳を読み解く」 

 

開催趣旨 

長岡市（旧和島村）上桐地区の山林内で新たに確認された地形の高まりについて、2025

年 9 月下旬に新潟大学考古学研究室が測量および発掘調査をおこないました。 

その結果、土師器
は じ き

とよばれる古墳時代の土器片のほか、地面を削って形を整えた跡や

土を盛った構造、さらに他の場所から運ばれた礫が確認され、人の手によって築かれた

ものであることが明らかになりました。 

 これらの成果から、本地点は「椿沢古墳」として新たな埋蔵文化財に認定されました。

新潟県内の古墳の中では比較的規模が大きく、全長約 38 m の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

または前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

である可能性が考えられます。 

本報告会では、こうした調査の成果や発見の過程について、できるだけわかりやすく

ご紹介します。見慣れた景色の中にあった新たな歴史的発見を、ぜひお確かめください。 
 

日時 2026 年 5 月 30 日（土） 13 時 30 分～16 時 30 分（13 時開場） 

開催形式 対面＋オンライン（Zoom） 

会場 わしまコミュニティセンター多目的ホール 

（長岡市小島谷 3434 番地 4 長岡市和島支所 3 階） 

定員 100 名（入場無料）  

※対面参加は事前申し込み不要。 

※Zoom によるオンライン参加をご希望の方は、下記の QR コードま

たは URL より事前にお申し込みください。後日、参加用 URL を

お知らせします。 

https://forms.gle/BjZCzHwB3JCn5KVm7 

内容 調査報告１ 森 貴教（新潟大学人文学部・准教授） 

「椿沢古墳の発見に至る経緯」 

調査報告２ 新潟大学人文学部考古学研究室・学生 

「椿沢古墳第１次発掘調査の概要」 

※調査報告１と調査報告２の間に、出土品の解説時間を設ける予定です。 

調査報告３ 太田凌嘉（新潟大学人文学部・助教） 

「礫は語る：古墳の盛土はどこから運搬されてきた？」 

共催 新潟大学人文学部考古学研究室、わしまコミュニティ協議会 

 

お問合せ わしまコミュニティセンター 電話 0258-74-3300 






